
◆ニックネーム・グループ名（人数）

チーム校則 ( 5 人）

　　　　　　　　　　　　

タイトル 校則から見た学校の過ごしやすさについて

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

4 10 16

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

ニュースなとで、「ブラック校則」が取り上げられているのを見て、自
分たちの学校ではどのような意見があるのかを調べ、より学びやすい環
境に近づけたいと思った。

令和3年7月20日から10月6日

　将来社会で生きる上でも必要な最低限のルールを、ことを踏まえた上で、生徒が疑問に思う細かな
校則が存在していること。どんな理由で存在するのか分からないような校則があることの改善をめざ
す。

　適切な校則を作ることで、誰もが居心地よく、学校教育を、受けられる環境を目指す。高校生とい
う血気盛んな時期に、学校を校則を守りつつも、自由が尊重され、また心や体の成長を促すような場
所に、していきたい。今後自立していく我々にとって、社会のルールに、適応できる能力を学校生活
を通して身につけていく。

　「classi」というアプリを利用し、アンケートを実施。対象は本校の2年生320人で、「本校の校
則・ルールで疑問に思うもの、変えて欲しいものを教えてください。」と呼びかけた。また、本校と
周辺の学校との校則の違いを把握するために、班員それぞれが知人等を通じて調査した。収集した情
報を基に生徒の意見また、社会の一員としての意見を考慮した上で、本校の校則を今一度見直し、改
正案を作成した。
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